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D 47 アルカリリパ- ゼの洗浄挙動( 第1報）

一　各種油性汚染布に対するアルカリリA' ーゼの洗浄効果－

ライオン第二開発研　○向山恒治・徳山清孝・梅原謙二・奥村　統

被　服　143

　［目’的］天然汚染布の代表である衿垢布の汚垢中には、約8 0％と多量の油性成分が含

有されておりその中でトリグリセリドが主成分である。このトリグリセリドは通常の洗剤

では極めて除去が困難であり、種々の方法により除去率の向上が試みられてきた。その一

つに脂質分解酵素（リパーゼ）の利用があげられるが、従来のリパーゼではアルカリ性、

およびアニオン界面活性剤溶液中での活性が低く、実用には至らなかった。演者らはこれ

までに洗剤用各種リパーゼの研究を行っており、本報ではカビ由来のリパーゼの洗浄溶液

中における活性およびモデル油性汚染布に対する洗浄挙動について報告する。

　［方法］各種リパーゼの活性に及ぽすP Hの影響、および各種アニオン活性剤（A 0 S,

Ａ s, LAS）共存下における相対活性は、トリオレインを基質として測定した。汚垢布

としてトリオレインを綿、ポリエステル、アクリルに付着させたモデル油性汚染布を作成

し洗浄に供した。洗浄力はTerg-O-to・e te rを使用し、温度。硬度、予浸時間等を変えて検

討した。

　［結果］カビ由来の中で、ある種のリパーゼはアルカリ領域での活性が高く、p H ＝10

付近に至適p Hを有する。従来のリパーゼに比べこのカビ由来のアルカリリパーゼはアニ

オン界面活性剤溶液中での活性が極めて高＜、その順序はＡＯＳ＞ＡＳ＞ＬＡＳであった。

このアルカリリパーゼは綿、ポリェステル、アクリルのいずれの繊維においても大きな洗

浄力向上効果が認められ、残留汚垢の抽出、および繊維表面、内部の観察からもその効果

が確認できた。

D 48　　　7ルカリリバ＿ゼの洗浄挙動( 第2報）

　　　　　一　着用衣料でのアルカリリパーゼの洗浄効果－

　　　　　ライオン家庭科学研　○原　豊・井口好江・田中丈三・永山升三

　　［目的］我々は、各種モデル油性汚染布に対し、耐アルカリ性・耐アニオン界面活性剤

性のリパーゼ（アルカリリパーゼ）が顕著な洗浄効果を示すことを確認しているが1 ]、本

報ではアルカリリパー-b' を配合したヘビーデューティー洗剤を用いて、実用系での洗浄効

果について確認することを目的として、バンドルチストおよび一般家庭での繰り返し着用

・洗濯チストを行った結果につき報告する。

　　［方法］バンドルテストは、成人男子I 0名にて衣料の着用と実験室での洗浄を繰り返

し行った。洗浄は家庭洗濯に準じた条件で行い、衣料は綿肌シャツ、綿化繊混紡ワイシャ

ツ、綿化繊混紡靴下を用いた。肌シャツ、ワイシャツは着用・半裁・洗浄・縫合を繰り返

した。洗浄後の残留皮脂汚垢は、ソックスレー抽出による定量および繊維表面、内部の観

察を行った。また、一般的な家庭洗濯の実態に適合した世帯を抽出し、衣料を2 組配布し、

1 組ずつ交互にアルカリリパーゼ配合洗剤と無配合洗剤で着用・洗濯を実施させた。

　　［結果］バンドルテストにおけるワイシ+ツ衿部、靴下底部の目視判定による汚れ落ち

は、アルカリリパーゼ配合洗剤が、無配合洗剤に比べ明らかに優れており、この傾向は着

用・洗浄の繰り返しとともに顕著となった。また、肌シャツ・ワイシャツ・靴下の洗浄後

の残留汚垢量（皮脂・蛋白質・無機質）においても同様の結果が認められた。以上の結果

は、繊椎表面、内部の残留皮脂の観察からも確認できた。また、一般家庭での繰り返し着

用・洗濯テストの結果においてもアルカリリパーゼ配合の効果が確認され、黄ばみ・黒ず

みの防止にも効果が認められた.　　　　　　1 ）向山ら；　日本家政学会第4 0回大会要旨集


